
ヒシモドキは、国内の自生地は１０カ所前後しかない１年草の水草です。兵庫県では、ため池３８０００か所のうち、たつの
市の１か所にしか自生地がありません。絶滅危惧種に指定されており、希少な植物ですが、栽培は簡単で良く増えます。な
ぜ、ヒシモドキは、丈夫な水草なのに絶滅に直面しているのでしょうか。
ヒシモドキの不思議な生態に注目しながら、絶滅の原因と、どうすればヒシモドキを守ることができるのか考えています。

兵庫県立龍野高等学校
総合自然科学科
課題研究ﾋｼﾓﾄﾞｷ班

たつの市の絶滅危惧植物ヒシモドキの不思議

位田宗一朗、田中怜子、塚原渉、中濱綾乃

ヒシモドキ自生地の保全方法

① 発芽苗が育ように
水深を浅めに保つ

②水を富栄養化させ
ない

③ ヨシやガマを繁茂
させない

土から養分がとれる十分な日当たり

①水深は浅めに

理想的な深さは30cm

②ルアー釣り禁止

切藻は、水中からは

十分養分を吸収できない

その他 移入種（アメリカザリガ
ニ・ウシガエル・ﾊﾞｽ・ソウギョ） や
除草剤の流入に注意

地域の小学校などで環境教育と
「生息域外保全」

住民(農家)への啓発活動


